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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
阿
佐
田
哲
也
「
麻
雀
放
浪
記
）
1
（

」
の
文
学
史
的
位
置
に
つ
い
て
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
代
以
降
の
日
本
文
化
に
お
い
て
、
文
学
と
麻
雀
と
の
関
係
は
、
意
外
に
も

深
い
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
名
川
彦
作
が
日
本
へ
伝
え
た
と
さ
れ
る

麻
雀
の
普
及
に
は
、
文
藝
春
秋
社
の
菊
池
寛
を
中
心
に
文
学
者
た
ち
の
貢
献
が

あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
菊
池
寛
「
第
二
の
接
吻
」（『
東
京
朝

日
新
聞
』
全
九
七
回
、
一
九
二
五
年
七
月
三
〇
日
、
朝
刊
〜
二
五
年
一
一
月
四

日
、
朝
刊
）
は
日
本
で
最
初
の
麻
雀
が
登
場
す
る
小
説
と
目
さ
れ
て
い
る
）
2
（

。
と

り
わ
け
、
麻
雀
小
説
の
代
表
的
な
作
家
が
阿
佐
田
哲
也
で
あ
る
。

　

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
、
双
葉
社
の
雑
誌
『
週
刊
大
衆
』
の
「
麻
雀
小

説
シ
リ
ー
ズ
」
第
四
弾
、
色
川
武
大
が
阿
佐
田
哲
也
名
義
で
連
載
し
た
「
実
録

雀
豪
列
伝
）
3
（

」
が
好
評
を
博
す
。
翌
年
以
降
の
長
編
「
麻
雀
放
浪
記
」
シ
リ
ー
ズ

を
代
表
作
と
し
て
、
色
川
は
読
者
の
期
待
に
応
じ
る
よ
う
に
、
麻
雀
小
説
作
家

「
阿
佐
田
哲
也
」
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
次
麻
雀
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
、

「
麻
雀
の
神
様
）
4
（

」
と
称
さ
れ
た
阿
佐
田
哲
也
の
作
家
活
動
は
、
色
川
武
大
と
い

う
一
人
の
作
家
の
一
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
麻
雀
文
化
、
さ
ら
に
は
大
衆

文
化
を
考
察
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
作
品
の
成
立
過

程
は
双
葉
社
の
編
集
者
で
あ
っ
た
柳
史
一
郎
「
阿
佐
田
哲
也
の
25
年
）
5
（

」
に
詳
し

く
、
色
川
と
双
葉
社
と
の
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

同
時
代
評
に
お
い
て
も
好
評
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
青
春
編
の
連
載

中
の
も
の
と
し
て
、「
一
読
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
情
景
描
写
、
セ
リ
フ
の

切
れ
、
そ
し
て
盛
り
上
が
り
の
緊
張
感
な
ど
、
文
章
の
道
の
シ
ロ
ウ
ト
で
な
い

こ
と
は
一
目
瞭
然
、
そ
し
て
ま
た
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
ほ
う
も
ど
う
や
ら
プ
ロ
の

世
界
を
経
験
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。（
中
略
）
文
壇
で

は
ジ
ャ
ン
豪
と
し
て
知
ら
れ
る
高
名
な
流
行
作
家
に
ま
じ
っ
て
、
連
作
マ
ー

ジ
ャ
ン
小
説
を
書
い
た
。
こ
れ
は
、
連
載
四
回
ほ
ど
の
短
編
だ
っ
た
が
、
他
の

作
家
が
通
り
い
っ
ぺ
ん
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
マ
ニ
ア
を
主
人
公
に
し
て
い
た
の
に
、

阿
佐
田
哲
也
「
麻
雀
放
浪
記
」
論

│
│ 〈
焼
跡
闇
市
派
〉
の
小
説
と
し
て 

│
│

木
　
下
　
　
　
弦

早稲田大学大学院文学研究科紀要 第71輯（2026年3月）
Bulletin of the Graduate School of Letters, Arts and Sciences of Waseda University Vol.71 (Mar.2026)



1195（108）

こ
の
人
だ
け
は
バ
イ
人
の
立
場
か
ら
書
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
、
シ
ロ
ウ
ト
衆
が

た
ま
げ
、評
判
に
な
り
、編
集
者
が
口
説
き
落
と
し
て
「
本
格
的
長
編
マ
ー
ジ
ャ

ン
小
説
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
だ
）
6
（

」
と
作
品
の
成
立
背
景
ま

で
言
及
し
て
い
る
も
の
や
、
新
刊
紹
介
と
し
て
「
或
る
劇
的
な
場
面
の
中
に
、

麻
雀
譜
を
記
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
〝
劇
中
劇
〞
の
興
趣
を
添
え
て

い
る
。（
中
略
）
阿
佐
田
哲
也
は
、
た
し
か
に
、
麻
雀
で
人
生
を
語
ろ
う
と
し

て
い
る
よ
う
だ
し
、
そ
の
巧
妙
な
人
生
と
麻
雀
の
混
用
が
、
新
し
い
魅
力
を
つ

く
っ
て
い
る
）
7
（

」
と
作
品
を
通
し
て
「
麻
雀
」
と
「
人
生
」
と
を
重
ね
よ
う
と
す

る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
、
阿
佐
田
哲
也
名
義
に
よ
る
随
筆
『
ギ
ャ
ン
ブ
ル
人
生
論
』

（
け
い
せ
い
、
一
九
七
三
年
一
二
月
）
や
選
集
『
愛
蔵
版　

阿
佐
田
哲
也
麻
雀

小
説
自
選
集
』（
双
葉
社
、
一
九
七
五
年
三
月
）
が
、
色
川
武
大
名
義
の
第
一

創
作
集
『
怪
し
い
来
客
簿
』（
話
の
特
集
、
一
九
七
七
年
四
月
）
よ
り
も
先
に

出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
阿
佐
田
哲
也
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
端
的
に
示
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
阿
佐
田
哲
也
を
「
奴
」
と
称
し
、
自
ら
「
麻
雀
放

浪
記
」
の
創
作
の
背
景
を
小
説
の
一
部
に
書
き
込
ん
だ
色
川
武
大
『
小
説　

阿

佐
田
哲
也
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
一
一
月
）
8
（

）
と
、
各
巻
に
解
説
が
付
せ

ら
れ
た
角
川
文
庫
版
『
麻
雀
放
浪
記
』（
全
四
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年

九
月
〜
七
九
年
一
〇
月
）
と
に
よ
っ
て
、
阿
佐
田
哲
也
と
「
麻
雀
放
浪
記
」
の

地
位
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
吉
田
新
一
「
焼
け
跡
放
浪
派
・
色
川
武
大

さ
ん
）
9
（

」
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
思
潮
を
意
識
し
た
文
章
が
現
れ
る
。
長
部
日
出

雄
は
「
戦
前
派
の
娯
楽
小
説
の
代
表
作
と
も
い
う
べ
き
『
宮
本
武
蔵
』
が
、
技

術
の
錬
磨
が
人
格
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
と
い
う
日
本
風
の
教
養
小
説

（
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
・
ロ
マ
ン
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
戦
後
派
の
『
麻
雀

放
浪
記
』
の
こ
わ
さ
は
、
主
人
公
た
ち
が
究
め
よ
う
と
し
て
い
る
道
の
行
手
が
、

実
は
破
滅
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
、
い
わ
ば
逆
教
養
小
説
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
）
10
（

」
と
、
娯
楽
小
説
と
し
て
の
価
値
を
述
べ
、
さ
ら
に
は
「
色
川
武

大
の
登
場
に
よ
っ
て
、
吉
行
淳
之
介
・
野
坂
昭
如
・
筒
井
康
隆
に
続
く
も
う
一

人
の
、
そ
し
て
ま
っ
た
く
独
自
な
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
、
迷
宮
世
界
の
案
内

人
を
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
目
前
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
11
（

」
と
、
同
時
代
の
作
家

を
あ
げ
な
が
ら
解
説
す
る
。

　

色
川
の
没
後
、
北
上
次
郎
は
阿
佐
田
哲
也
名
義
作
品
を
「
余
計
者
」
の
系
譜

に
連
ね
た
う
え
で
、「
日
本
に
類
稀
な
ピ
カ
レ
ス
ク
」
と
位
置
づ
け
た
）
12
（

。
ま
た
、

関
川
夏
央
は
「
特
異
な
時
代
に
生
き
た
、
あ
る
い
は
特
異
な
時
代
に
し
か
生
き

ら
れ
な
か
っ
た
、
特
異
な
業
界
の
特
異
な
人
々
を
描
く
「
悪
漢
小
説
」
で
あ

る
）
13
（

」
と
評
し
た
。
末
國
善
己
は
青
春
編
を
「
単
に
ア
ウ
ト
ロ
ー
文
学
に
囲
い
こ

む
の
で
は
な
く
、
戦
後
青
年
の
生
き
様
を
描
く
青
春
小
説
と
し
て
の
評
価
も
必

要
で
あ
ろ
う
）
14
（

」、
風
雲
編
を
「
ア
ウ
ト
ロ
ー
た
ち
の
真
剣
勝
負
を
描
き
な
が
ら
、

そ
の
根
本
に
は
、
技
術
立
国
と
し
て
復
興
し
た
戦
後
日
本
の
最
大
公
約
数
的
な

夢
想
を
置
い
て
見
せ
た
）
15
（

」、
激
闘
編
を
「
本
書
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
小
説
の
枠
を
越
え
、

組
織
論
、
日
本
人
論
と
し
て
の
風
格
を
兼
ね
備
え
た
骨
太
の
作
品
と
い
え
る
だ

ろ
う
）
16
（

」、
番
外
編
を
「
シ
リ
ー
ズ
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
世
界
か
ら

遠
ざ
け
、
同
じ
道
を
歩
む
後
輩
の
人
生
を
、
切
な
い
ま
で
の
郷
愁
と
し
て
描
い
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た
の
が
、
本
書
の
特
徴
な
の
で
あ
る
）
17
（

」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
評
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
今
日
に
至
る
ま
で
「
麻
雀
放
浪
記
」
が
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
角
川
文
庫
版
『
麻
雀
放
浪
記
（
一
）
青

春
編
』
の
畑
正
憲
「
解
説
」
に
お
い
て
「
こ
れ
は
、
戦
後
の
大
衆
文
学
の
、
最

大
の
収
穫
だ
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
）
18
（

」
と
述
べ
た
う
え
で
の
「
こ
れ
は
名
作
中

の
名
作
で
あ
る
。
十
年
に
一
度
し
か
出
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
内
容

に
つ
い
て
の
解
説
な
ど
、
ま
っ
た
く
不
要
で
あ
ろ
う
。
名
作
と
い
う
の
は
、
本

来
、
分
り
や
す
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
）
19
（

」
と
い
う
激
賞
に
起
因
す
る
の
で
は
な

い
か
。
長
嶋
有
は
「
背
伸
び
し
た
い
年
頃
に
と
っ
て
『
麻
雀
放
浪
記
』
は
決
定

的
に
格
好
い
い
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
な
も
の
だ
。
普
段
は
ヤ
ン
キ
ー
漫
画
し
か
読

ま
な
い
よ
う
な
不
良
連
中
が
、
唯
一
「
文
庫
本
」
を
手
に
し
て
い
る
光
景
が
あ

る
と
し
た
ら
、
大
体
は
阿
佐
田
哲
也
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
）
20
（

」
と
評
し
た
が
、

畑
の
解
説
も
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
尾
崎
秀
樹
に
よ
る
「
大
衆
文
学
は
こ
の
よ
う
に

批
判
階
級
か
ら
は
娯
楽
も
の
と
し
て
し
か
み
ら
れ
ず
、
無
批
判
階
級
か
ら
は
批

判
を
ぬ
き
に
し
た
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
う
け
と
ら
れ
、
と
い
う
不
可
解
な
自
己
矛

盾
の
大
き
な
振
幅
の
間
に
位
置
し
て
、
読
み
つ
が
れ
、
今
日
に
至
っ
た
）
21
（

」
と
い

う
大
衆
文
学
論
に
お
け
る
難
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
畑
は
「
麻
雀
放
浪
記
」

に
最
大
限
の
価
値
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、「
娯
楽
も
の
」
だ
か
ら
と
軽
ん

じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
麻
雀
放
浪
記
」
を
め
ぐ
っ
て
、
連
載

当
時
か
ら
絶
賛
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
評
者
が
一
部
の
人
間
に
偏
っ
て
き
た
の
は
、

そ
れ
が
麻
雀
小
説
と
い
う
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
大

衆
文
学
と
し
て
の
難
題
を
抱
え
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、「
麻
雀

放
浪
記
」
は
角
川
文
庫
版
の
ほ
か
、
文
春
文
庫
版
（
全
四
巻
、
文
藝
春
秋
、
二

〇
〇
七
年
一
〇
月
〜
〇
七
年
一
一
月
）
や
双
葉
文
庫
版
（
全
四
巻
、
双
葉
社
、

二
〇
二
一
年
八
月
〜
二
二
年
六
月
）
の
よ
う
に
、
複
数
の
文
庫
本
の
本
文
を
獲

得
し
て
い
る
。
麻
雀
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
廃
れ
た
今
日
も
な
お
人
気
が
失

わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
視
点
か
ら
作
品
の
価
値
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
九
六
七
年
に
野
坂
昭
如
が
提
唱
し
た
〈
焼
跡
闇
市
派
〉

と
い
う
文
脈
か
ら
「
麻
雀
放
浪
記
」
を
読
み
解
く
。
あ
ら
た
め
て
確
認
す
れ
ば
、

「
ぼ
く
は
、
ま
っ
た
く
徒
党
を
組
め
な
い
性
格
な
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
分
類

の
し
か
た
を
応
用
す
る
と
、
焼
跡
闇
市
派
で
あ
ろ
う
と
、
自
分
で
考
え
て
い
る
。

こ
の
派
に
所
属
す
る
年
代
は
、
昭
和
四
・
五
・
六
年
生
ま
れ
に
限
ら
れ
、
つ
ま

り
同
年
に
戦
死
者
の
な
い
、
積
極
的
に
戦
争
に
参
加
で
き
ず
、
ま
た
、
七
年
以

降
の
ご
と
く
疎
開
も
し
な
い
、
い
わ
ば
銃
後
市
民
生
活
の
中
核
と
し
て
、
戦
争

の
末
期
を
過
ご
し
た
経
験
を
も
ち
、
敗
戦
の
日
「
連
合
艦
隊
は
ど
う
し
た
ァ
」

と
絶
叫
し
、
占
領
軍
の
到
来
と
と
も
に
昨
日
ま
で
の
鬼
畜
が
、
今
日
か
ら
人
類

の
味
方
に
か
わ
っ
ち
ま
っ
て
、
お
っ
た
ま
げ
、
そ
し
て
、
飢
餓
恐
怖
症
の
覚
え

が
あ
る
、
放
出
の
兵
隊
服
着
こ
ん
だ
こ
と
が
あ
る
、
虱
（
し
ら
み
）、
疥
癬
（
か

い
せ
ん
）
を
知
っ
て
い
る
）
22
（

。」
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
野
坂
の
い
う
〈
焼
跡
闇

市
派
〉
に
つ
い
て
の
疑
問
は
、「
昭
和
四
・
五
・
六
年
生
ま
れ
に
限
ら
れ
」
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
誰
を
想
定
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
さ

ら
に
ぼ
く
を
規
定
す
る
と
、
焼
跡
闇
市
逃
亡
派
と
い
っ
た
方
が
い
い
か
も
知
れ
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ぬ
）
23
（

」
と
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、〈
焼
跡
闇
市
派
〉
に
は
幅
が
あ
る
こ
と
も
う

か
が
え
る
。

　

一
九
二
九
年
三
月
二
八
日
生
ま
れ
、
す
な
わ
ち
昭
和
四
年
生
ま
れ
の
色
川
は
、

没
後
に
〈
最
後
の
無
頼
派
〉
と
称
さ
れ
た
が
）
24
（

、
生
前
は
「
焼
け
跡
放
浪
派
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
り
、「
吉
行
淳
之
介
・
野
坂
昭
如
・
筒
井
康
隆
に
続
く
も
う

一
人
」
と
野
坂
を
含
む
同
時
代
の
作
家
と
の
関
連
か
ら
評
さ
れ
た
り
と
、〈
焼

跡
闇
市
派
〉
と
し
て
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
色
川
も
ま
た
、

東
京
焼
け
跡
ヤ
ミ
市
を
記
録
す
る
会
の
猪
野
健
治
編
『
東
京
闇
市
興
亡
史
』（
草

風
社
、
一
九
七
八
年
八
月
、
一
七
四
〜
一
九
一
頁
）
に
阿
佐
田
哲
也
名
義
で
「
焼

跡
ギ
ャ
ン
ブ
ル
時
代
）
25
（

」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
て
い
る
た
め
、〈
焼
跡
闇
市
派
〉

へ
接
近
し
て
い
る
形
跡
が
確
認
で
き
る
。
野
坂
は
小
説
「
文
壇
」（『
文
學
界
』

全
六
回
、
第
五
五
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
〜
第
五
六
巻
第
三
号
、

〇
二
年
三
月
）
に
お
い
て
、
第
六
回
中
央
公
論
新
人
賞
授
賞
式
に
登
壇
す
る
色

川
を
描
写
す
る
と
こ
ろ
か
ら
書
き
出
す
。「
文
壇
」
と
い
う
題
名
の
小
説
の
冒

頭
に
色
川
を
登
場
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
色
川
を
文
学
史
的
な
視
野
か
ら
捉

え
よ
う
と
す
る
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
色
川
が
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
に
つ
い
て

言
及
し
た
例
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
文
学
史
的
位
置
の
定
ま
っ
て

い
な
い
色
川
を
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
に
位
置
づ
け
る
仮
説
は
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
背
景
を
踏
ま
え
、
次
節
で
は
「
麻
雀
放
浪
記
」
の
前

史
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二
、「
麻
雀
放
浪
記
」
の
前
史

　
「
麻
雀
小
説
誕
生
の
頃
）
26
（

」
に
よ
れ
ば
、
麻
雀
小
説
を
書
く
契
機
と
し
て
、
前

掲
「
阿
佐
田
哲
也
の
25
年
」
で
も
語
ら
れ
る
よ
う
な
編
集
者
と
の
交
流
が
明
か

さ
れ
て
い
る
。「
一
刀
斎
の
麻
雀
）
27
（

」
で
は
、「
世
間
で
は
麻
雀
小
説
を
私
が
工
夫

し
た
も
の
の
よ
う
に
い
う
向
き
も
あ
る
ら
し
い
が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
不
正
確

で
、こ
う
し
た
領
域
は
全
部
五
味
さ
ん
が
切
り
開
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。（
中

略
）
五
味
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
↓
喪
神
、
こ
の
系
譜
の
お
か
げ
で
、
私
は
ど
う
や

ら
今
日
の
飯
に
あ
り
つ
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
」
と
、
五
味
康
祐
の
功
績
を
述

べ
て
い
る
。
創
作
は
「
喪
神
」（『
新
潮
』
第
四
九
巻
第
一
二
号
、
一
九
五
二
年

一
二
月
）
か
ら
、
麻
雀
に
つ
い
て
書
く
こ
と
の
勝
算
は
『
五
味
マ
ー
ジ
ャ
ン
教

室　

運
３

技
７

の
極
意
』（
光
文
社
、
一
九
六
六
年
四
月
）
か
ら
影
響
を
受
け
、

五
味
を
麻
雀
小
説
の
先
駆
者
だ
と
強
調
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
で
は
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
五
味
作
品
に
は
『
暗
い
金
曜
日
の
麻
雀
』（
秋
田
書
店
、
一
九

六
七
年
一
月
）
と
い
う
麻
雀
小
説
の
単
行
本
が
あ
る
た
め
、
事
実
と
し
て
も
誤

り
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
「
麻
雀
小
説
シ
リ
ー
ズ
」
の
各
作
品
）
28
（

が
全
五
回

の
連
載
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
弾
の
「
実
録
雀
豪
列
伝
」
の
み
が

全
九
回
の
連
載
で
あ
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。
前
掲
の
同
時
代
評
に
よ
れ
ば
、「
バ

イ
人
の
立
場
か
ら
書
い
た
」
の
が
好
評
の
理
由
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
小

説　

阿
佐
田
哲
也
』
に
お
け
る
「
麻
雀
放
浪
記
は
作
中
の
主
人
公
と
作
者
と
を
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一
に
合
わ
せ
て
売
り
に
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
が
新
し
い
手
な
の
で
は

な
い
か
」（「
第
一
章　

虚
に
し
て
実
、
バ
ラ
ン
ス
が
命
綱
」）
と
い
う
述
懐
は
、

「
麻
雀
放
浪
記
」
の
萌
芽
的
作
品
と
な
る
「
実
録
雀
豪
列
伝
」
に
も
該
当
す
る

だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、「
麻
雀
放
浪
記
」
を
読
む
う
え
で
有
効
な
視
点
に
な

り
得
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
一
九
六
六
年
か
ら
六
九
年
に
か
け
て
『
週
刊
大
衆
』
で
連

載
さ
れ
た
麻
雀
の
コ
ラ
ム
が
あ
げ
ら
れ
る
。
連
載
当
初
は
無
署
名
だ
っ
た
の
が
、

雀
風
子
、
七
対
子
と
名
義
を
変
え
、
最
後
に
阿
佐
田
哲
也
名
義
へ
と
変
更
さ
れ

る
）
29
（

。
こ
れ
ら
の
一
部
は
、
後
に
、
井
上
志
摩
夫
名
義
の
記
事
（
井
上
喜
章
編
『
な

ぜ
勝
て
な
い
の
か
』
日
本
文
芸
社
、
一
九
六
七
年
七
月
、
一
八
一
〜
二
六
〇
頁
）

と
阿
佐
田
哲
也
名
義
の
最
初
の
単
著
『
麻
雀
の
推
理
』（
双
葉
社
、
一
九
六
九

年
二
月
）
と
に
結
実
す
る
。
前
掲
「
阿
佐
田
哲
也
の
25
年
」
に
よ
れ
ば
、「
実

録
雀
豪
列
伝
」
の
内
容
は
色
川
と
編
集
者
た
ち
と
の
間
で
「「
マ
ー
ジ
ャ
ン
講

座
」
で
書
い
た
サ
マ
師
た
ち
の
こ
と
、
麻
雀
そ
の
も
の
の
小
説
の
世
界
）
30
（

」
に
決

ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
色
川
は
阿
佐
田
哲
也
の
よ
う
な
存
在
の
需

要
を
自
ら
醸
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

色
川
は
、
阿
佐
田
哲
也
名
義
の
使
用
以
前
、
倶
楽
部
雑
誌
に
井
上
志
摩
夫
の

変
名
で
娯
楽
小
説
を
発
表
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
井
上
志
摩
夫
時
代
は
一
九
五

〇
年
代
か
ら
六
八
年
に
な
る
の
だ
が
）
31
（

、
先
述
し
た
麻
雀
の
コ
ラ
ム
に
お
い
て
、

井
上
志
摩
夫
か
ら
阿
佐
田
哲
也
へ
の
転
身
と
い
う
創
作
活
動
の
大
き
な
転
機
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
倶
楽
部
雑
誌
作
家
と
し
て
の
井
上
志
摩
夫

で
は
な
く
、
阿
佐
田
哲
也
と
い
う
新
た
な
筆
名
を
用
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
た
事
実
の
再
確
認
に
と
ど
ま
ら
ず
）
32
（

、
後
述
す
る
解
釈
に
関
し
て
積

極
的
な
意
味
を
帯
び
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
意
味
で
、
伊
集
院
静
が
「
麻
雀
放
浪
記
」
に
つ
い
て
「
四
作
の
中
で
も
、

秀
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
最
初
の
〝
青
春
編
〞
で
あ
ろ
う
。『
大
四
喜
字
一

色
十
枚
爆
弾
』『
二
の
二
の
天
和
』
な
ど
の
イ
カ
サ
マ
を
、
作
者
自
身
が
、
そ

れ
を
見
事
に
解
明
し
て
見
せ
た
点
が
、
作
家
の
手
柄
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、

こ
の
作
品
を
書
く
こ
と
で
、
作
家
自
身
が
、
過
去
を
清
算
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
は
な
い
か
と
思
え
る
）
33
（

」
と
評
し
た
の
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、
一
九
六
九
年

と
い
う
東
京
大
学
の
入
試
が
中
止
に
な
っ
た
年
）
34
（

に
、
覆
面
作
家
）
35
（

の
阿
佐
田
哲
也

が
一
人
称
形
式
で
書
く
と
い
う
行
為
を
重
視
す
れ
ば
、
第
三
回
中
央
公
論
新
人

賞
受
賞
作
家
で
あ
り
、「
庄
司
薫
」
の
筆
名
で
小
説
「
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ

け
て
」（『
中
央
公
論
』
第
八
四
年
第
五
号
、
一
九
六
九
年
五
月
）
を
発
表
し
た

福
田
章
二
と
の
共
通
点
が
注
目
さ
れ
る
。
二
人
の
中
央
公
論
新
人
賞
受
賞
作
家

が
、
本
名
と
異
な
る
筆
名
で
一
人
称
形
式
の
小
説
を
発
表
し
た
の
は
偶
然
の
一

致
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
東
京
都
立
日
比
谷
高
等
学
校
三
年
生
の
「
ぼ
く
」

を
主
人
公
に
据
え
、「
大
学
と
い
う
場
所
を
中
心
と
し
て
権
威
化
さ
れ
て
き
た

「
知
性
」
の
い
か
が
わ
し
さ
を
暴
き
だ
そ
う
と
す
る
物
語
だ
っ
た
）
36
（

」
と
い
う
指

摘
も
あ
る
小
説
で
第
六
一
回
芥
川
龍
之
介
賞
を
受
賞
し
た
庄
司
薫
に
対
し
、
敗

戦
直
後
の
日
本
を
舞
台
に
阿
佐
田
哲
也
を
主
人
公
に
設
定
し
た
「
麻
雀
放
浪

記
」
の
魅
力
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

種
村
季
弘
は
第
六
回
中
央
公
論
新
人
賞
受
賞
作
品
で
あ
る
色
川
の
文
壇
登
場

作
「
黒
い
布
」（『
中
央
公
論
』
第
七
六
年
第
一
一
号
、
一
九
六
一
年
一
一
月
）
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に
つ
い
て
「
志
賀
直
哉
の
「
小
僧
の
神
様
」
と
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
石
川
淳

の
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
の
世
界
を
、
小
僧
も
し
く
は
浮
浪
児
の
眼
の
方
か
ら
は

じ
め
て
眺
め
た
小
説
で
は
あ
る
ま
い
か
）
37
（

」
と
評
し
た
。
そ
の
説
を
敷
衍
す
れ
ば
、

「
麻
雀
放
浪
記
」
は
「
昭
和
二
十
年
十
月
十
六
日
）
38
（

」
の
一
幕
を
描
い
た
志
賀
直

哉
「
灰
色
の
月
」（『
世
界
』
創
刊
号
、
一
九
四
六
年
一
月
）
で
は
描
か
れ
な
か
っ

た
「
上
野
」
を
出
発
点
に
、「
昭
和
二
十
年
十
月
」
か
ら
は
じ
ま
る
時
代
を
生

き
延
び
た
人
物
を
描
い
た
小
説
だ
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
風
雲

編
の
時
代
設
定
は
「
昭
和
二
十
七
年
」（「
毛
虫
か
ら
蝶
へ
」）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
麻
雀
放
浪
記
」
の
時
代
は
連
合
国
軍
占
領
下
と
い
う
背
景
が
暗
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
激
闘
編
で
主
人
公
の
「
私
」
が
履
歴
書
を
作
成
す
る
場
面
で
、「
そ

れ
か
ら
大
学
は
出
て
な
く
ち
ゃ
い
け
ね
え
。
こ
う
っ
と
、
東
京
帝
国
大
学
経
済

学
部
卒
業
だ
な
。
つ
い
で
に
下
の
学
校
も
直
し
な
よ
。
帝
国
小
学
校
か
ら
帝
国

中
学
と
、
帝
国
一
本
槍
で
進
ん
で
き
た
ん
だ
。（
中
略
）
職
歴
は
三
井
三
菱
だ
。

三
井
に
三
年
、
三
菱
に
五
年
だ
」（「
就
職
」）
と
、
学
歴
と
職
歴
を
過
剰
に
偽

る
滑
稽
な
様
子
に
は
、
学
校
や
財
閥
と
は
無
縁
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。敗
戦
後
の
日
本
と
い
う
時
代
状
況
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
赤
頭
巾
ち
ゃ

ん
気
を
つ
け
て
」
と
は
異
な
る
一
九
六
九
年
当
時
へ
の
批
評
性
が
浮
か
び
上
が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
井
聡
人
は
「〈
焼
跡
〉・〈
闇
市
〉
を
問
い
直
す
」

に
お
い
て
、
野
坂
の
随
筆
「
い
ま
は
第
二
の
焼
跡
・
闇
市
時
代
だ
）
39
（

」
を
引
き
つ

つ
、「
野
坂
に
と
っ
て
焼
跡
と
闇
市
は
単
に
一
時
代
を
表
す
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で

は
な
く
、
国
家
権
力
の
暴
力
（
焼
跡
）
と
そ
れ
へ
の
反
抗
の
拠
点
（
闇
市
）
と

い
う
そ
れ
ぞ
れ
が
対
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
）
40
（

」
と
論
じ
た
。
ま
た
、「
物
語

の
な
か
の
闇
市
」
で
は
、
野
坂
の
小
説
「
火
垂
る
の
墓
」（『
オ
ー
ル
読
物
』
第

二
二
巻
第
一
〇
号
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
）
に
つ
い
て
、「「
火
垂
る
の
墓
」
で

闇
市
が
清
太
の
「
い
ま
・
こ
こ
」
と
い
う
身
体
性
を
も
っ
て
描
出
さ
れ
る
の
は
、

野
坂
の
記
憶
に
と
っ
て
「
い
ま
・
こ
こ
」
が
一
九
六
七
年
で
は
な
く
、
敗
戦
直

後
の
闇
市
だ
か
ら
で
あ
る
。
清
太
と
は
、
野
坂
の
戦
争
を
め
ぐ
る
記
憶
が
擬
人

化
し
た
存
在
で
あ
り
、
野
坂
の
記
憶
は
闇
市
に
収
斂
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
清

太
は
闇
市
で
息
を
引
き
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。「
火
垂
る
の
墓
」
が

描
く
闇
市
は
、
す
な
わ
ち
記
憶
の
終
着
地
と
し
て
の
闇
市
な
の
で
あ
る
）
41
（

」
と
指

摘
す
る
。
逆
井
論
文
を
参
照
し
た
う
え
で
差
異
を
見
出
す
な
ら
ば
、
阿
佐
田
哲

也
と
い
う
覆
面
作
家
は
、
麻
雀
に
よ
っ
て
焼
跡
と
闇
市
の
世
界
を
生
き
延
び
て

き
た
と
い
う
設
定
に
お
い
て
、「
火
垂
る
の
墓
」
の
清
太
と
は
異
質
の
存
在
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
一
人
称
形
式
で
書
い
た
「
麻
雀
放
浪
記
」

と
い
う
小
説
に
つ
い
て
、
読
解
し
て
い
き
た
い
。

三
、
生
還
者
の
自
伝
と
し
て

　
「
麻
雀
放
浪
記
」
青
春
編
は
、
坊
や
哲
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
「
私
」（
阿

佐
田
）
が
登
場
す
る
前
に
、
上
州
虎
（
樋
口
虎
吉
）
が
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
を
行
う

場
面
か
ら
は
じ
ま
る
。「
新
時
代
だ
ぜ
。
古
い
奴
と
は
お
別
れ
だ
」（「
チ
ン
チ

ロ
部
落
」）
と
、「
新
時
代
」
の
種
目
と
し
て
の
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
を
通
し
て
「
ど

う
だ
、
民
主
主
義
だ
ろ
う
」（
同
）
と
、
博
打
打
ち
も
新
し
い
価
値
観
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
表
さ
れ
る
。
後
日
、
上
州
虎
に
案
内
さ
れ
た
「
私
」
は
、
ド
サ
健
の
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助
言
を
得
て
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
で
勝
利
す
る
。
し
ば
ら
く
「
私
」
は
チ
ン
チ
ロ
部

落
へ
通
っ
た
後
、
お
り
ん
の
紹
介
で
新
し
い
賭
場
へ
至
り
、
麻
雀
を
打
つ
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
勝
負
の
途
中
で
ド
サ
健
に
見
捨
て
ら
れ
、
オ
ッ
ク
ス
ク
ラ

ブ
の
マ
マ
（
八
代
ゆ
き
）
に
「
こ
の
世
界
の
人
間
関
係
に
は
、
ボ
ス
と
、
奴
隷

と
、
敵
と
、
こ
の
三
つ
し
か
無
い
の
よ
」（「
最
初
の
天
和
」）
と
、
博
打
打
ち

の
世
界
の
人
間
関
係
を
知
ら
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、「
私
」
は
マ
マ
や
出
目
徳
（
大
場
徳
次
郎
）
と
コ
ン
ビ
を
組
む
こ

と
で
麻
雀
の
イ
カ
サ
マ
技
を
修
得
し
、
敗
戦
後
の
日
本
を
生
き
延
び
て
い
く
。

だ
が
、「
私
」
は
博
打
打
ち
と
し
て
徹
底
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
女
衒
の

達
に
裏
切
ら
れ
た
と
き
、「
一
種
の
友
情
」（「
勝
負
の
終
り
」）
を
感
じ
て
い
た

と
述
懐
す
る
。
出
目
徳
の
死
後
、「
私
は
、
自
分
の
人
な
つ
こ
さ
に
又
驚
い
た
。

出
目
徳
の
み
な
ら
ず
、
健
に
も
、
達
に
も
、
精
一
杯
の
友
情
を
抱
い
た
。
こ
の
、

仲
間
の
よ
う
な
、
敵
の
よ
う
な
男
た
ち
に
」（
同
）
と
、
マ
マ
の
教
え
に
よ
れ

ば
「
敵
」
で
あ
る
は
ず
の
博
打
打
ち
た
ち
に
「
友
情
」
を
抱
き
、「
仲
間
」
の

意
識
を
持
つ
。
ラ
イ
バ
ル
の
ド
サ
健
と
競
う
よ
う
に
麻
雀
の
技
を
磨
い
て
い
く

「
私
」
が
、
博
打
打
ち
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
成
長
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、

青
春
編
と
銘
打
た
れ
た
所
以
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
過
程
に
お
い
て
興
味
深
い
の
が
、「
私
」
が
「
途
中
で
、
リ
ー
チ
と
叫

ぶ
ル
ー
ル
は
全
然
知
ら
な
い
」（「
最
初
の
天
和
」）
と
、
麻
雀
の
新
し
い
ル
ー

ル
に
戸
惑
う
場
面
で
あ
る
。「
私
」
に
質
問
さ
れ
た
ド
サ
健
は
「
知
る
も
ん
か
。

奴
等
の
ル
ー
ル
な
ん
だ
ろ
。
よ
く
見
て
一
度
で
覚
え
ち
ま
え
」（
同
）
と
答
え

る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
日
本
語
で
話
す
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
英
語
の
使
用
を
強

制
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
人
だ
か
ら
と
露
骨
に
差
別
さ
れ
な
が
ら
麻
雀
を
打

つ
こ
と
に
な
る
一
方
で
、
マ
マ
に
対
し
て
は
「
マ
マ
は
ち
が
う
さ
、
婦
人
は
ち

が
う
、
誰
か
と
結
婚
す
れ
ば
す
ぐ
に
外
国
の
市
民
権
が
と
れ
る
」（
同
）
と
、

占
領
下
の
日
本
に
お
け
る
女
性
の
扱
い
が
示
さ
れ
る
。
進
駐
軍
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
リ
ー
チ
と
い
う
麻
雀
の
新
ル
ー
ル
は
、
チ
ン
チ
ロ
リ
ン

と
同
様
、
戦
前
・
戦
中
に
対
す
る
戦
後
の
新
し
い
価
値
観
と
し
て
差
異
化
さ
れ

て
い
る
。「
麻
雀
放
浪
記
」
に
は
、
戦
後
の
麻
雀
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
、
現

行
の
ル
ー
ル
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
追
体
験
で
き
る
面
白
さ
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
と
き
に
勝
負
の
結
果
は
麻
雀
で
は
な
く
、
暴
力
に
左
右
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、「
こ
の
島
を
と
り
し
き
っ
て
る
の
は
僕
た
ち
な
ん
だ
か
ら
ね
」（「
不

吉
な
金
曜
日
」）
と
、
進
駐
軍
と
日
本
人
と
の
力
関
係
が
誇
示
さ
れ
、
占
領
下

の
日
本
の
姿
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ド
サ
健
は
「
平
和
日

本
の
建
設
だ
っ
て
よ
。（
中
略
）
世
間
と
仲
よ
く
手
を
握
り
あ
っ
た
つ
も
り
で

い
る
と
、
結
局
俺
た
ち
は
喰
わ
れ
ち
ま
う
だ
け
な
ん
だ
」（「
夜
更
け
の
譜
」）

と
警
戒
す
る
。
ド
サ
健
は
上
州
虎
と
「
麻
雀
講
習
会
」（「
リ
ー
チ
の
兄
哥
」）

を
開
き
、「
君
の
個
人
能
力
が
す
べ
て
を
解
決
す
る
一
番
新
し
い
、
一
番
ボ
ロ

儲
け
の
で
き
る
ゲ
ー
ム
」（
同
）
と
し
て
の
麻
雀
を
教
え
、
リ
ー
チ
麻
雀
を
徹

底
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
敗
者
を
育
て
よ
う
と
目
論
む
。
ど
の
よ
う
に
勝
つ
か

と
い
う
追
求
は
、
イ
カ
サ
マ
技
の
修
練
に
と
ど
ま
ら
ず
、
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ

の
博
打
と
の
向
き
合
い
方
を
も
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
麻
雀
放
浪
記
」
は
、
麻
雀
を
通
し
て
「
私
」
が
敗
戦
後
日
本

の
価
値
観
を
学
習
し
て
い
く
物
語
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
挿
入
さ
れ
る
親
子
関
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係
の
軋
轢
は
、「
私
」
を
家
か
ら
外
に
向
か
わ
せ
る
動
機
に
な
り
、
博
打
打
ち

と
し
て
成
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敗
戦
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
平
和
」
や
、

「
個
人
能
力
が
す
べ
て
を
解
決
す
る
」
と
い
う
惹
句
が
虚
構
で
し
か
な
い
こ
と

を
「
麻
雀
放
浪
記
」
は
描
い
て
い
く
。
青
春
編
の
終
盤
、
出
目
徳
の
死
を
ド
サ

健
は
「
死
ん
だ
奴
が
負
け
だ
。
決
着
は
そ
れ
し
か
ね
え
ん
だ
」（「
勝
負
の
終

り
」）
と
断
ず
る
。
最
終
的
に
は
金
銭
で
な
く
、
生
き
残
っ
た
方
が
勝
者
だ
と

い
う
「
麻
雀
放
浪
記
」
の
根
底
に
は
、
戦
後
を
生
き
延
び
る
と
い
う
主
題
が
貫

い
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、「
実
録
雀
豪
列
伝
」
に
お
い
て
後
景
で
あ
っ
た
焼
跡
や
闇
市
の

風
景
が
活
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
博
打
で
勝
利
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
贅
沢
な
食
事
を
享
受
で
き
る
の
は
、
法
律
の
及
ば
な
い
世
界

だ
か
ら
で
あ
る
。
イ
カ
サ
マ
技
の
描
写
が
中
心
で
あ
っ
た
「
実
録
雀
豪
列
伝
」

に
対
し
、「
麻
雀
放
浪
記
」
は
「
坊
や
」
と
呼
ば
れ
る
「
私
」
が
敗
戦
後
の
日

本
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
ど
の
よ
う
に
生
き
延
び
た
か
と
い
う
生
還
者
の
自

伝
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
付
言
す
れ
ば
、
色
川
武
大
名
義
の
「
黒

い
布
」
に
描
か
れ
な
か
っ
た
息
子
の
様
子
）
42
（

が
、「
麻
雀
放
浪
記
」
で
は
中
心
に

据
え
ら
れ
て
い
る
。
博
打
打
ち
と
い
う
特
殊
な
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
で
生
き

る
術
を
身
に
つ
け
た
少
年
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
窮
地
を
ど
う
凌
ぐ
の
か
と

い
う
実
用
書
的
な
側
面
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
週
刊
大

衆
』
の
コ
ラ
ム
や
「
実
録
雀
豪
列
伝
」
を
理
論
編
と
す
れ
ば
、「
麻
雀
放
浪
記
」

は
実
践
編
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
い
る
。
イ
カ
サ
マ
技
を
行
う
瞬
間
の
心
理

を
読
む
こ
と
の
面
白
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
生
訓
的
な
価
値
も
指
摘
で
き

る
の
で
あ
る
。

四
、
博
打
打
ち
の
転
向
小
説

　

前
述
し
た
通
り
、『
週
刊
大
衆
』
で
連
載
さ
れ
て
い
た
麻
雀
の
コ
ラ
ム
の
書

き
手
は
、
無
署
名
か
ら
雀
風
子
、
七
対
子
を
経
て
、「
麻
雀
放
浪
記
」
の
作
者

阿
佐
田
哲
也
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
を
「
麻
雀
放
浪

記
」
と
合
わ
せ
て
読
む
と
、『
麻
雀
師
渡
世
』（
日
本
文
芸
社
、
一
九
七
一
年
九

月
）
に
つ
い
て
の
批
評
と
し
て
書
か
れ
た
「
阿
佐
田
哲
也
も
ラ
イ
タ
ー
か
ら
作

家
へ
と
出
世
す
ご
ろ
く
を
上
が
っ
た
存
在
だ
っ
た
の
だ
）
43
（

」
と
い
う
評
が
、
色
川

の
伝
記
的
事
項
に
対
し
て
で
は
な
く
、
小
説
の
解
釈
と
し
て
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
麻
雀
放
浪
記
」
シ
リ
ー
ズ
に
通
底
し
て
い
る
モ

チ
ー
フ
の
一
つ
と
し
て
、
博
打
を
や
め
よ
う
と
す
る
「
私
」
が
描
か
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。「
麻
雀
放
浪
記
」
が
、
麻
雀
の
イ
カ
サ
マ
技
を
磨
く
こ
と
で
、

坊
や
哲
と
呼
ば
れ
る
博
打
打
ち
と
し
て
成
長
し
て
い
く
逆
教
養
小
説
だ
と
い
う

こ
と
は
、
長
部
日
出
雄
の
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
小
説
は
、

「
私
」
が
博
打
打
ち
を
や
め
る
物
語
と
し
て
読
ま
れ
て
こ
そ
精
彩
を
放
つ
。

　

た
と
え
ば
、
青
春
編
に
お
い
て
、
最
初
の
勝
負
を
終
え
た
「
私
」
は
、「
博

打
は
、
も
う
や
め
だ
」（「
最
初
の
天
和
」）
と
、
マ
マ
に
話
す
。
ま
た
、
風
雲

編
で
も
、「
俺
ァ
博
打
じ
ゃ
と
て
も
生
き
て
い
け
な
い
。
最
初
に
お
前
と
銀
座

の
オ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ
へ
打
ち
に
行
っ
た
と
き
、
そ
う
思
っ
た
ん
だ
」（「
と
ん
ず

ら
」）
と
、
幻
覚
の
ド
サ
健
に
語
る
。
激
闘
編
で
は
「（
│
│
ギ
ャ
ン
グ
で
生
き
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よ
う
と
、
い
っ
た
ん
定
め
た
ン
だ
か
ら
、
転
向
な
ン
か
で
き
な
い
よ
な
。
俺
た

ち
の
や
り
方
で
、
勝
っ
て
い
か
な
き
ゃ
し
ょ
う
が
ね
え
ン
だ
）」（「
土
曜
の
朝

か
ら
」）
と
、
博
打
打
ち
の
立
場
に
固
執
し
て
い
る
の
だ
が
、
番
外
編
に
お
い

て
は
「
│
│
だ
が
ね
、
足
を
洗
っ
た
た
め
に
、
俺
は
ど
う
に
か
今
日
ま
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
よ
」（「
関
東
対
関
西
」）
と
、
結
果
的
に
博
打
打
ち
を
や
め
た
こ

と
で
生
き
延
び
ら
れ
た
と
語
ら
れ
る
。

　

書
き
手
の
「
私
」
が
主
人
公
で
あ
る
以
上
、『
週
刊
大
衆
』
に
小
説
作
品
を

連
載
で
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
過
去
の
出
来
事
を
あ
り
の
ま
ま
書
い

て
い
る
よ
う
で
も
、
作
中
の
あ
ら
ゆ
る
困
難
は
、
娯
楽
小
説
と
し
て
の
彩
り
で

し
か
な
い
。
ス
リ
リ
ン
グ
な
場
面
が
数
多
く
登
場
す
る
私
小
説
風
の
娯
楽
小
説

の
難
点
は
、
過
去
の
「
私
」
と
現
在
の
「
私
」
の
連
続
性
が
描
か
れ
な
い
限
り
、

内
容
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
麻
雀
放

浪
記
」
の
娯
楽
性
と
は
、
ど
の
よ
う
に
導
き
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

青
春
編
の
冒
頭
、
上
州
虎
は
博
打
打
ち
の
「
仲
間
」
へ
加
わ
ろ
う
と
「
お
仲

間
に
加
え
て
も
ら
い
て
え
。へ
え
、ひ
と
つ
張
ら
し
て
も
ら
い
て
え
ん
で
」（「
チ

ン
チ
ロ
部
落
」）
と
話
す
。「
私
」
も
チ
ン
チ
ロ
部
落
に
行
く
こ
と
で
博
打
打
ち

の
世
界
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
麻
雀
の
コ
ン
ビ
と
し
て
師
弟
関
係

の
よ
う
に
振
る
舞
う
出
目
徳
か
ら
「
お
前
は
も
う
、
俺
た
ち
の
や
り
口
を
知
り

す
ぎ
て
る
。
こ
の
ま
ま
放
す
わ
け
に
は
い
か
ね
え
ん
だ
。
天
和
技
も
十
枚
爆
弾

も
、
俺
だ
け
の
秘
技
じ
ゃ
ね
え
。
こ
の
世
界
の
玄
人
が
共
同
で
守
っ
て
い
る
技

な
ん
だ
か
ら
な
。
玄
人
の
規
則
を
守
っ
て
お
と
な
し
く
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と

も
玄
人
全
部
を
敵
に
回
す
か
、
そ
の
二
つ
の
道
し
か
お
前
に
は
無
い
ん
だ
」

（「〝
二
の
二
〞
一
座
」）
と
脅
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
女
衒
の
達
に
「
技
」
を
教
え

た
こ
と
を
出
目
徳
に
知
ら
れ
た
「
私
」
は
、「
も
う
ひ
と
つ
、
出
目
徳
を
裏
切
っ

た
こ
と
に
は
何
の
呵
責
も
感
じ
な
か
っ
た
が
、
達
に
そ
れ
を
口
外
し
た
私
自
身

の
甘
さ
が
や
り
き
れ
な
か
っ
た
。
大
四
喜
十
枚
爆
弾
ば
か
り
で
は
な
い
。
二
の

二
の
天
和
も
、
大
三
元
積
み
も
、
抜
き
業
の
コ
ツ
も
、
お
ま
け
に
出
目
徳
と
の

間
の
通
し
（
サ
イ
ン
）
ま
で
、
ペ
ラ
ペ
ラ
と
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
っ
た
」（「
勝
負

の
終
り
」）
と
悔
や
む
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
カ
サ
マ
技
の
修
得
に
よ
る
成
長
の

物
語
と
は
異
な
る
緊
迫
感
を
読
者
に
生
じ
さ
せ
る
。

　
『
週
刊
大
衆
』
の
読
者
が
、「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
麻
雀
の
コ
ラ

ム
を
読
ん
で
ル
ー
ル
や
イ
カ
サ
マ
を
知
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、「
麻
雀
放
浪
記
」

に
お
け
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
麻
雀
の
描
写
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、
そ
の
コ
ラ
ム
が
支

え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
の
『
週
刊
大
衆
』
を

舞
台
に
し
た
阿
佐
田
哲
也
と
い
う
作
者
を
め
ぐ
る
別
の
物
語
を
生
成
す
る
。
す

な
わ
ち
、『
週
刊
大
衆
』
を
舞
台
と
し
て
、
匿
名
の
書
き
手
が
コ
ラ
ム
か
ら
「
実

録
雀
豪
列
伝
」、
そ
し
て
「
麻
雀
放
浪
記
」
へ
と
出
世
作
を
発
表
し
て
い
く
過

程
に
、「
こ
の
世
界
の
玄
人
が
共
同
で
守
っ
て
い
る
技
」
を
公
開
す
る
と
い
う

「
玄
人
全
部
を
敵
に
回
す
」
行
為
の
選
択
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
り
、
博
打

打
ち
の
「
玄
人
」
を
「
裏
切
っ
た
」
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
進
行
形
で
小
説
家
へ

「
転
向
」
し
て
い
く
人
物
の
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
六
九
年

前
後
、
阿
佐
田
哲
也
を
名
乗
る
人
物
が
、
学
歴
に
よ
ら
ず
、
身
に
つ
け
た
麻
雀

の
技
を
書
く
こ
と
で
生
き
て
い
る
瞬
間
に
こ
そ
、
連
載
当
時
の
「
麻
雀
放
浪
記
」

の
娯
楽
性
、
あ
る
い
は
批
評
性
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
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同
時
代
評
に
お
い
て
も
「〝
劇
中
劇
〞
の
興
趣
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、「
麻

雀
放
浪
記
」
で
は
複
数
の
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
牌
活
字
を
通

し
て
麻
雀
そ
の
も
の
を
読
む
こ
と
で
あ
り
、
ル
ー
ル
の
変
遷
や
イ
カ
サ
マ
の
実

態
を
描
い
た
物
語
の
面
白
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、〈
焼
跡
闇
市
派
〉

と
い
う
文
脈
を
踏
ま
え
れ
ば
、
敗
戦
直
後
の
日
本
を
舞
台
に
、「
私
」
が
博
打

打
ち
に
な
る
こ
と
で
焼
跡
と
闇
市
の
世
界
を
生
き
延
び
る
と
い
う
物
語
が
読
み

取
れ
る
。
そ
し
て
、
双
葉
社
の
雑
誌
『
週
刊
大
衆
』
に
博
打
打
ち
の
世
界
を
書

く
こ
と
で
「
私
」
が
小
説
家
に
「
転
向
」
す
る
と
い
う
物
語
が
浮
上
す
る
。
ギ
ャ

ン
ブ
ル
の
道
具
で
あ
る
麻
雀
を
、
小
説
と
い
う
芸
術
的
な
文
化
に
昇
華
さ
せ
た

と
い
う
出
来
事
は
、
学
歴
エ
リ
ー
ト
で
は
な
い
読
者
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
次
麻
雀
ブ
ー
ム
に
お
い
て
阿
佐
田
哲
也
が
「
麻
雀

の
神
様
」
と
神
格
化
さ
れ
た
の
は
、
博
打
打
ち
か
ら
無
名
の
書
き
手
を
経
て
、

麻
雀
小
説
作
家
へ
と
転
身
を
遂
げ
た
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
へ
の
礼
賛
だ
っ
た

こ
と
は
、「
小
説　

阿
佐
田
哲
也
」
に
よ
っ
て
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。「
麻

雀
放
浪
記
」
を
書
く
「
私
」
が
、
そ
の
小
説
の
「
世
界
」
と
決
別
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
き
延
び
、
現
在
に
至
っ
た
と
い
う
道
筋
に
は
、
複
数
の
同
人
雑
誌
に

参
加
す
る
一
方
で
倶
楽
部
雑
誌
に
娯
楽
小
説
を
発
表
し
、「
黒
い
布
」
で
第
六

回
中
央
公
論
新
人
賞
を
受
賞
し
た
と
い
う
経
歴
が
欠
落
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

逆
説
的
に
阿
佐
田
哲
也
と
い
う
作
者
が
色
川
武
大
と
い
う
作
家
の
一
部
分
で
し

か
な
く
、
虚
構
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
だ
が
、「
小
説　

阿

佐
田
哲
也
」
に
お
い
て
「
お
ろ
お
ろ
」（「
第
一
章　

虚
に
し
て
実
、
バ
ラ
ン
ス

が
命
綱
」）
と
い
う
心
情
を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
阿
佐
田
哲
也
に
対
す

る
読
者
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
色
川
武
大
に
お
け
る
阿
佐
田
哲
也
名
義
の
麻
雀
小
説
「
麻
雀
放

浪
記
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
村
松
友
視
は
、「
焼
跡
や
闇
市
に
青
春
が

あ
っ
た
…
…
そ
れ
は
た
し
か
だ
が
、
焼
跡
闇
市
派
と
は
な
ら
な
い
。
色
川
さ
ん

も
焼
跡
闇
市
派
に
興
味
は
あ
っ
た
ろ
う
し
、
焼
跡
闇
市
派
も
色
川
武
大
な
る
存

在
に
関
心
が
あ
っ
た
ろ
う
が
、
両
者
の
境
界
線
は
最
後
の
と
こ
ろ
で
判
然
と
し

て
い
て
、
そ
れ
は
個
人
以
外
の
何
者
で
も
な
い
と
い
う
、
色
川
さ
ん
の
頑
冥
な

自
己
規
定
が
〝
派
〞
の
許
容
範
囲
を
越
え
て
し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
）
44
（

」
と
、
色

川
を
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
泉
に

よ
る
「
戦
後
の
文
壇
史
・
論
壇
史
を
ふ
り
返
る
と
、「
戦
後
派
」
の
あ
と
に
「
戦

中
派
」
が
登
場
す
る
と
い
う
用
語
法
に
頻
繁
に
出
会
う
。
細
か
な
含
意
は
省
く

と
し
て
、
戦
後
派
は
戦
後
に
文
壇
登
場
を
果
た
し
た
作
家
た
ち
、
戦
中
派
は
戦

争
中
に
人
格
形
成
を
果
た
し
た
世
代
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
）
45
（

」
と
い
う
整
理

に
従
え
ば
、
色
川
は
「
戦
中
派
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
、「
麻
雀
放
浪
記
」
を
め
ぐ
る
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
の
小
説
と
し
て
の

可
能
性
を
、
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。「
麻
雀
放
浪
記
」
の
正
編
で

は
語
ら
れ
な
か
っ
た
ド
サ
健
の
家
族
は
、「
天
国
と
地
獄
」（
原
題
「
麻
雀
放
浪

記　

番
外
篇　

ド
サ
健
の
天
国
と
地
獄
」『
週
刊
大
衆
』
第
一
二
巻
第
三
六
号
、

一
九
六
九
年
九
月
四
日
）
と
い
う
短
編
で
、
次
の
よ
う
に
明
か
さ
れ
る
。
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「
俺
の
お
袋
は
、
何
千
の
人
間
と
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
、
た
っ
た
ひ
と
つ

の
慰
霊
塔
よ
！
」

　

彼
は
し
ば
ら
く
肩
で
荒
い
息
を
つ
い
て
い
た
が
、
又
ス
コ
ッ
プ
を
掘
り

直
し
た
。

「
そ
の
慰
霊
塔
の
中
に
だ
っ
て
居
ね
え
ん
だ
。
空
襲
で
消
え
た
っ
き
り
、

骨
も
皮
も
残
ら
ね
え
。
さ
ア
こ
ん
畜
生
、
手
前
等
も
お
ん
な
じ
よ
う
に
し

て
や
る
ぞ
。
天
国
か
地
獄
か
し
ら
ね
え
が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
お
ち
つ
い

て
い
る
な
い
！
」

　

主
人
公
の
坊
や
哲
よ
り
格
上
の
博
打
打
ち
と
し
て
描
か
れ
る
ド
サ
健
に
は
、

母
親
を
空
襲
で
亡
く
し
て
い
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
ド
サ
健
も
「
三
月
十
日

の
空
襲
」
の
被
害
者
の
一
人
で
あ
り
、「
麻
雀
放
浪
記
」
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、

空
襲
の
余
波
、
す
な
わ
ち
焼
跡
と
闇
市
の
世
界
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

麻
雀
小
説
と
し
て
は
麻
雀
の
描
写
に
魅
力
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
九

六
九
年
の
時
点
で
「
も
は
や
お
忘
れ
で
あ
ろ
う
」（「
チ
ン
チ
ロ
部
落
」）
と
忘

却
を
推
量
し
な
が
ら
も
「
つ
い
二
十
年
あ
ま
り
前
、
東
京
が
見
渡
す
限
り
の
焼

野
原
と
化
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
」（
同
）
と
、
空
襲
の
痕
跡
か
ら
書
き
出
す
「
麻

雀
放
浪
記
」
は
、
年
少
の
世
代
の
〈
疎
開
派
）
46
（

〉
と
の
差
異
も
考
慮
す
れ
ば
、
紛

れ
も
な
く
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
の
小
説
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、〈
焼
跡
闇
市
派
〉
と
い
う
言
葉
は
、
野
坂
昭
如
に
つ
い
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
文
学
史
の
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
。
本
稿
で

試
み
た
「
麻
雀
放
浪
記
」
の
文
学
史
的
考
察
は
、
大
衆
文
学
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

に
よ
っ
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
「
麻
雀
放
浪
記
」
の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
過
去
に
遍
在
し
た
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
の
作
品
を
跡
付
け
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
色
川
が
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
を
掲
げ
た
こ
と
は
な
く
、
独
自
の

創
作
活
動
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
麻
雀
放
浪
記
」
だ
け
を
も
っ
て

色
川
を
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
の
作
家
と
総
括
す
る
の
は
性
急
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
単
な
る
レ
ッ
テ
ル
と
し
て
〈
焼
跡
闇
市
派
〉
を
用
い
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
対
象
の
検
討
に
際
し
、
慎
重
に
扱
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

色
川
は
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
小
説
」
に
つ
い
て
「
も
っ
と
も
私
個
人
と
し
て
は
、

そ
の
前
に
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
あ
っ
た
剣
客
小
説
が
一
種
の
母
胎
に
な
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。（
中
略
）
麻
雀
小
説
と
い
う
と
世
間
で
は
私
の
専
売
の
よ

う
に
い
う
人
が
居
る
が
、
五
味
さ
ん
の
諸
作
、
三
好
さ
ん
の
「
雀
鬼
」、
そ
し

て
外
国
に
例
を
と
る
と
Ｒ
・
ダ
ー
ル
の
短
篇
集
「
あ
な
た
に
似
た
人
」、
す
く

な
く
と
も
こ
の
三
つ
は
私
に
と
っ
て
確
実
に
先
人
に
当
る
の
で
あ
る
）
47
（

」
と
、
先

行
作
品
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
寺
内
大
吉
編
『
麻
雀
小
説
傑
作
選
』（
廣

済
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
七
月
）
や
結
城
信
孝
『
牌
が
さ
さ
や
く　

麻
雀
小
説

傑
作
選
』（
得
間
書
店
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）
と
い
っ
た
麻
雀
小
説
の
選
集
が

あ
る
よ
う
に
、
色
川
以
外
に
も
麻
雀
小
説
の
書
き
手
が
複
数
い
た
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。
冒
頭
で
示
し
た
「
第
二
の
接
吻
」
以
降
、
麻
雀
が
登
場
す
る
小
説

は
無
数
に
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
結
城
信
孝
は
「
麻
雀
小
説
と
い
う
一
ジ
ャ
ン

ル
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
四
十
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
で
、
剣
豪
作
家
・
五
味

康
祐
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
）
48
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
色
川
に
お
い
て
「
ギ
ャ
ン
ブ
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ル
小
説
」
と
「
麻
雀
小
説
」
は
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
五
味
康
祐
や
三

好
徹
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
麻
雀
放
浪
記
」
の
価
値
は
麻
雀
小
説
の

先
駆
的
作
品
だ
か
ら
と
は
限
ら
な
い
。「
麻
雀
放
浪
記
」
が
麻
雀
に
よ
る
立
身

出
世
の
物
語
と
し
て
も
読
め
る
こ
と
は
、
掲
載
雑
誌
『
週
刊
大
衆
』
の
コ
ラ
ム

に
注
目
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
麻
雀
小
説
は
対
局

シ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、
時
代
背
景
な
ど
の
様
々
な
視
点
か
ら
分
析
で
き
る
ジ
ャ

ン
ル
だ
と
い
え
る
が
、
麻
雀
小
説
を
め
ぐ
る
史
的
変
遷
や
、
個
別
の
作
品
の
分

析
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

（
１

） 　

色
川
武
大
に
お
け
る
阿
佐
田
哲
也
名
義
作
品
に
「
麻
雀
放
浪
記
」
を
冠
し
た
も
の
は

複
数
挙
げ
ら
れ
る
が
、
一
般
に
「
麻
雀
放
浪
記
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
青
春
編
（「
麻
雀
放

浪
記
」『
週
刊
大
衆
』
全
二
六
回
、
第
一
二
巻
第
二
号
、
一
九
六
九
年
一
月
九
日
〜
第

一
二
巻
第
二
七
号
、
六
九
年
七
月
三
日
）、
風
雲
編
（「
麻
雀
放
浪
記
《
風
雲
篇
》」『
週

刊
大
衆
』
全
二
六
回
、
第
一
三
巻
第
一
号
、
一
九
七
〇
年
一
月
一
・
八
日
〜
第
一
三
巻

第
二
六
号
、
七
〇
年
七
月
二
日
）、
激
闘
編
（「
麻
雀
放
浪
記
《
激
闘
篇
》」『
週
刊
大
衆
』

全
二
六
回
、
第
一
四
巻
第
一
号
、
一
九
七
一
年
一
月
七
日
〜
第
一
四
巻
第
二
五
号
、
七

一
年
六
月
二
四
日
）、
番
外
編
（「
麻
雀
番
外
地
」『
週
刊
大
衆
』
全
二
六
回
、
第
一
五

巻
第
一
号
、
一
九
七
二
年
一
月
六
日
〜
第
一
五
巻
第
二
七
号
、
七
二
年
六
月
二
九
日
）

の
全
四
編
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、
色
川
武
大
の
著
作
の
引
用
は
、『
色
川
武
大　

阿

佐
田
哲
也
全
集
』（
全
一
六
巻
、
福
武
書
店
、
一
九
九
一
年
一
一
月
〜
九
三
年
二
月
、

以
下
『
全
集
』）
に
よ
り
、
ル
ビ
と
頁
数
を
省
略
し
た
。『
全
集
』
未
収
録
作
品
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
、
出
典
を
明
記
し
た
。

（
２

） 　

鈴
木
知
志
「
第
２

章　

日
本
の
麻
雀
」（
麻
雀
博
物
館
編
・
野
口
恭
一
郎
監
修
『
麻

雀
の
歴
史
と
文
化　

麻
雀
博
物
館
図
録
』
竹
書
房
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）
五
八
頁

（
３

） 　

初
出
『
週
刊
大
衆
』
全
九
回
、
第
一
一
巻
第
三
九
号
、
一
九
六
八
年
一
〇
月
三
日
〜

第
一
一
巻
第
四
七
号
、
六
八
年
一
一
月
二
八
日

（
４

） 　

一
九
七
四
年
一
二
月
一
五
日
発
行
『
月
刊　

近
代
麻
雀
』
第
二
巻
第
一
五
号
（
一
二

月
臨
時
増
刊
）
は
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
神
様
阿
佐
田
哲
也
特
集
」
で
あ
り
、
一
九
七
四
年

の
時
点
で
「
阿
佐
田
哲
也
」
は
神
格
化
さ
れ
て
い
る
。

（
５

） 　
『
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
夢
ム
ッ
ク　

文
藝
別
冊　
﹇
総
特
集
﹈
色
川
武
大vs

阿
佐
田
哲
也
』

（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
三
二
〜
四
一
頁

（
６

） 　

無
署
名
「
覆
面
マ
ー
ジ
ャ
ン
作
家
の
正
体
」（『
週
刊
読
売
』
第
二
八
巻
第
一
八
号
、

一
九
六
九
年
四
月
二
五
日
）
三
二
頁

（
７

） 　

無
署
名
「
新
し
い
現
代
小
説
の
焦
点
」（『
新
評
』
第
一
六
巻
第
一
三
号
、
一
九
六
九

年
一
一
月
）
二
五
七
頁

（
８

） 　

初
出
『
野
生
時
代
』
全
四
回
、
第
六
巻
第
七
号
、
一
九
七
九
年
七
月
〜
第
六
巻
第
一

〇
号
、
七
九
年
一
〇
月
。
引
用
は
初
刊
本
に
よ
る
。

（
９

） 　
『
月
刊　

近
代
麻
雀
』（
一
九
七
七
年
八
月
臨
時
増
刊
号
）
一
七
〜
二
三
頁

（
10
） 　
「
解
説
」（
色
川
武
大
『
怪
し
い
来
客
簿
』
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
四
月
）
三
一
四

頁

（
11
） 　

前
掲
注（
10
）三
一
六
頁

（
12
） 　
「
Ⅱ　

ピ
カ
レ
ス
ク
と
し
て
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
小
説
│
│
阿
佐
田
哲
也
の
世
界
」（『
余

計
者
文
学
の
系
譜
』
角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
五
月
）
一
六
〜
五
〇
頁

（
13
） 　
「
虫
の
本
よ
み
４　

青
春
も
人
生
も
徒
労
で
あ
る　
『
麻
雀
放
浪
記
』
阿
佐
田
哲
也
」

（『
図
書
』
六
一
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
四
五
頁

（
14
） 　
「
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
・
井
上
志
摩
夫　

全
著
作
レ
ヴ
ュ
ー
」
前
掲
注（
５

）二

四
八
頁

（
15
） 　
「
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
・
井
上
志
摩
夫　

全
著
作
レ
ヴ
ュ
ー
」
前
掲
注（
５

）二

四
九
頁

（
16
） 　
「
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
・
井
上
志
摩
夫　

全
著
作
レ
ヴ
ュ
ー
」
前
掲
注（
５

）二

五
一
頁

（
17
） 　
「
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
・
井
上
志
摩
夫　

全
著
作
レ
ヴ
ュ
ー
」
前
掲
注（
５

）二
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五
二
頁

（
18
） 　
『
麻
雀
放
浪
記
（
一
）
青
春
編
』
三
三
四
頁

（
19
） 　

前
掲
注（
18
）三
三
五
頁

（
20
） 　
「
解
説
」（
色
川
武
大
『
喰
い
た
い
放
題
』
光
文
社
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）
二
六
二
頁

（
21
） 　
「
無
評
論
時
代
の
終
焉
」（『
大
衆
文
学
論
』
勁
草
書
房
、
一
九
六
五
年
六
月
）
五
頁

（
22
） 　
「
焼
跡
闇
市
派
の
弁　

直
木
賞
を
受
賞
し
て
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
八
年
一
月
三

〇
日
、
東
京
夕
刊
）
三
面

（
23
） 　

注（
22
）に
同
じ
。

（
24
） 　

拙
稿
「『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
│
│
色
川
武
大
を
め
ぐ
る
「
最
後
の
無
頼

派
」
の
源
流
│
│
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
四
輯
、
二
〇
一

九
年
三
月
、
一
七
九
〜
一
九
五
頁
）
参
照
。

（
25
） 　

初
出
『
創
』（
第
七
巻
第
八
号
、
一
九
七
七
年
八
月
）
二
六
四
〜
二
七
三
頁

（
26
） 　

初
出
『
月
刊　

近
代
麻
雀
』（
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
七
三
年
六
月
）
六
一
〜
六
四

頁

（
27
） 　

初
出
『
月
刊　

近
代
麻
雀
』（
第
一
巻
第
八
号
、
一
九
七
三
年
八
月
）
一
六
〜
一
九

頁

（
28
） 　
「
麻
雀
小
説
シ
リ
ー
ズ
」
の
各
作
品
（「
実
録
雀
豪
列
伝
」
以
外
）
は
次
の
通
り
。
第

一
弾
・
佐
野
洋
「
欲
情
す
る
牌
」（『
週
刊
大
衆
』
全
五
回
、
第
一
一
巻
第
二
四
号
、
一

九
六
八
年
六
月
二
〇
日
〜
第
一
一
巻
第
二
八
号
、
六
八
年
七
月
一
八
日
）、
第
二
弾
・

寺
内
大
吉
「
毛
沢
東
の
テ
ン
パ
イ
」（『
週
刊
大
衆
』
全
五
回
、
第
一
一
巻
第
二
九
号
、

一
九
六
八
年
七
月
二
五
日
〜
第
一
一
巻
第
三
三
号
、
六
八
年
八
月
二
二
日
）、
第
三
弾
・

藤
原
審
爾
「
麻
雀
で
天
国
へ
い
こ
う
」（『
週
刊
大
衆
』
全
五
回
、
第
一
一
巻
第
三
四
号
、

一
九
六
八
年
八
月
二
九
日
〜
第
一
一
巻
第
三
八
号
、
六
八
年
九
月
二
六
日
）、
第
五
弾
・

樹
下
太
郎
「
三
索
無
頼
」（『
週
刊
大
衆
』
全
五
回
、
第
一
一
巻
第
四
八
号
、
一
九
六
八

年
一
二
月
五
日
〜
第
一
二
巻
第
一
号
、
六
九
年
一
月
二
日
）

（
29
） 　

無
署
名
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
講
座
」（『
週
刊
大
衆
』
全
二
八
回
、
第
九
巻
第
一
号
、
一
九

六
六
年
一
月
六
・
一
三
日
〜
第
九
巻
第
二
八
号
、
六
六
年
七
月
二
一
日
）、
雀
風
子

「
マ
ー
ジ
ャ
ン
講
座　

い
か
さ
ま
の
種
類
」（『
週
刊
大
衆
』
全
二
三
回
、
第
九
巻
第
二

九
号
、
一
九
六
六
年
七
月
二
八
日
〜
第
九
巻
第
五
一
号
、
六
六
年
一
二
月
二
九
日
）、

雀
風
子
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
講
座　

麻
雀
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」（『
週
刊
大
衆
』
全
五
一
回
、

第
一
〇
巻
第
一
号
、
一
九
六
七
年
一
月
五
・
一
二
日
〜
第
一
〇
巻
第
五
一
号
、
六
七
年

一
二
月
二
八
日
）、
七
対
子
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
麻
雀
実
戦
訓
」（『
週
刊
大
衆
』
全
五
二
回
、

第
一
一
巻
第
一
号
、
一
九
六
八
年
一
月
四
・
一
一
日
〜
第
一
二
巻
第
一
号
、
六
九
年
一

月
二
日
）、
七
対
子
「
麻
雀
の
定
石
」（『
週
刊
大
衆
』
全
二
六
回
、
第
一
二
巻
第
二
号
、

一
九
六
九
年
一
月
九
日
〜
第
一
二
巻
第
二
七
号
、
六
九
年
七
月
三
日
）、
阿
佐
田
哲
也

「
麻
雀
の
定
石　

運
三
技
七
の
実
態
を
さ
ぐ
る
」（『
週
刊
大
衆
』
全
一
三
回
、
第
一
二

巻
第
二
八
号
、
一
九
六
九
年
七
月
一
〇
日
〜
第
一
二
巻
第
四
〇
号
、
六
九
年
一
〇
月
二

日
）、
阿
佐
田
哲
也
「
続
麻
雀
の
定
石　

ジ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
専
科
」（『
週
刊
大
衆
』
全
九
回
、

第
一
二
巻
第
四
四
号
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
三
〇
日
〜
第
一
二
巻
第
五
二
号
、
六
九
年

一
二
月
二
五
日
）

（
30
） 　

前
掲
注（
５

）三
六
頁

（
31
） 　

拙
稿
「
色
川
武
大
に
お
け
る
変
名
作
品
の
意
義
│
│
井
上
志
摩
夫
「
紙
の
月
と
描
い

た
雲
」
を
中
心
に
│
│
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
七
〇
輯
、
二

〇
二
五
年
三
月
、
七
七
〜
九
三
頁
）
参
照
。

（
32
） 　

前
掲
注（
５

）の
「
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
・
井
上
志
摩
夫　

全
著
作
レ
ヴ
ュ
ー
」

に
お
い
て
、
福
地
誠
が
「
麻
雀
篇
は
麻
雀
評
論
家
の
肩
書
き
で
井
上
志
摩
夫
が
書
い
て

い
る
。（
中
略
）
麻
雀
篇
の
う
ち
最
初
の
二
〇
ペ
ー
ジ
は
『
Ａ
ク
ラ
ス
麻
雀
』（
引
用
者

注
：
原
題
『
麻
雀
の
推
理
』）
の
冒
頭
と
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
」（
二
六
三
頁
）
と
指
摘

し
て
い
る
。

（
33
） 　
「『
麻
雀
放
浪
記
』
が
は
じ
ま
る
」（『
一
度
き
り
の
人
生
だ
か
ら
〜
大
人
の
男
の
遊
び

方
２

〜
』
双
葉
社
、
二
〇
一
九
年
四
月
）
二
五
三
頁

（
34
） 　

西
山
伸
「〈
論
文
〉
東
大
入
試
の
中
止
過
程
」（『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』

第
二
二
号
、
二
〇
二
四
年
三
月
）
一
九
〜
三
三
頁

（
35
） 　
「
阿
佐
田
哲
也
氏
の
雀
豪
的
人
生
観　

牌
を
つ
か
ん
で
死
に
、
ペ
ン
を
持
っ
て
生
き

返
っ
た
覆
面
作
家
」（『
週
刊
大
衆
』
第
一
二
巻
第
一
号
、
一
九
六
九
年
一
月
二
日
）
四

四
〜
四
七
頁
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（
36
） 　

石
川
巧
「
第
二
節　
〈
知
性
〉
の
変
容
│
│
庄
司
薫
『
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
』

論
」（『
ひ
つ
じ
研
究
叢
書
〈
文
学
編
〉
４　

高
度
経
済
成
長
期
の
文
学
』
ひ
つ
じ
書
房
、

二
〇
一
二
年
二
月
）
九
六
頁

（
37
） 　
「
２　

畸
人
ぎ
ら
い　

色
川
武
大
『
怪
し
い
来
客
簿
』」（『
書
物
漫
遊
記
』
筑
摩
書
房
、

一
九
七
九
年
四
月
）
三
三
頁

（
38
） 　
『
志
賀
直
哉
全
集
』（
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
六
月
）
一
二
四
頁

（
39
） 　
『
卑
怯
者
の
思
想
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）
二
二
五
〜
二
二
八
頁

（
40
） 　
『〈
焼
跡
〉
の
戦
後
空
間
論
』（
青
弓
社
、
二
〇
一
八
年
七
月
）
二
七
頁

（
41
） 　

前
掲
注（
40
）一
六
二
頁

（
42
） 　

伊
藤
整
・
武
田
泰
淳
・
三
島
由
紀
夫
「
第
六
回　

中
央
公
論
新
人
賞
選
考
座
談
会
」

（『
中
央
公
論
』
第
七
六
年
第
一
一
号
、
一
九
六
一
年
一
一
月
）
に
お
い
て
、
武
田
泰
淳

は
「
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
息
子
は
書
き
た
り
な
い
な
」（
三
一
九
頁
）
と
指
摘
し
て

い
る
。

（
43
） 　

前
掲
注（
５

）「
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
・
井
上
志
摩
夫　

全
著
作
レ
ヴ
ュ
ー
」
二

五
一
頁

（
44
） 　
「
痛
切
な
旋
律
│
│
色
川
武
大
の
遺
作
を
読
む
」（『
文
學
界
』
第
四
三
巻
第
九
号
、

一
九
八
九
年
九
月
）
二
〇
八
頁

（
45
） 　
「
吉
行
淳
之
介
論
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
一
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年

二
月
）
七
三
頁

（
46
） 　

李
承
俊
「
第
３

章　

戦
中
派
と
戦
後
派
の
は
ざ
ま
で
│
│
疎
開
派
と
い
う
世
代
」

（『
疎
開
体
験
の
戦
後
文
化
史　

帰
ラ
レ
マ
セ
ン
、
勝
ツ
マ
デ
ハ
』
青
弓
社
、
二
〇
一
九

年
九
月
）
八
六
〜
一
一
五
頁

（
47
） 　
「
解
説
」（
三
好
徹
『
雀
鬼
』
集
英
社
、
一
九
七
八
年
三
月
）
二
一
四
〜
二
一
五
頁

（
48
） 　
「
編
者
解
説
」（『
牌
が
さ
さ
や
く　

麻
雀
小
説
傑
作
選
』
得
間
書
店
、
二
〇
〇
二
年

一
月
）
四
〇
七
頁

付
記

※
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
四
日
に
共
立
女
子
大
学
・
二
松
学
舎
大
学
で
開
催
さ
れ

た
日
本
近
代
文
学
会
・
昭
和
文
学
会
・
社
会
文
学
会　

合
同
国
際
研
究
集
会
で
の
口
頭
発

表
（
発
表
題
目
「
阿
佐
田
哲
也
「
麻
雀
放
浪
記
」
論
│
│
一
九
六
九
年
に
お
け
る
〈
戦
後

文
学
〉
再
登
場
の
意
義
│
│
」）
に
基
づ
い
て
い
る
。
当
日
の
会
場
を
は
じ
め
、
貴
重
な

ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


